
今月の
表紙

小田地区山ノ上で小田小学校が毎年行っている干し柿づくり体験。
おいしい干し柿ができるのが楽しみです。（関連記事11ページ）
今年も12月 23日（日・祝）に山ノ上干し柿まつりが開催されます。

やさしさにあふれ かいてきで げんきなまちの情報紙
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11
月
11
日
秋
晴
れ
の
下
、
矢
掛
商
店
街
を
中
心

に
「
矢
掛
の
宿
場
ま
つ
り
大
名
行
列
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　「
下
～
に
～
、
下
に
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
豪

華
絢
爛
な
衣
裳
に
身
を
包
ん
だ
行
列
を
一
目
見
よ

う
と
多
く
の
来
場
者
が
矢
掛
商
店
街
に
詰
め
か
け

ま
し
た
。

　
矢
掛
町
の
一
大
行
事
と
し
て
43
回
の
歴
史
を
重

ね
て
き
た
大
名
行
列
の
始
ま
り
は
、
昭
和
51
年
に

ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
当
時
の
台
風
17
号
に
よ

り
矢
掛
商
店
街
を
含
む
町
中
心
部
約
５
６
０
戸
が

床
上
・
床
下
浸
水
の
被
害
を
受
け
、
町
の
元
気
が

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
、
町
に
活
気
を

取
り
戻
す
た
め
に
、
矢
掛
町
商
工
会
（
現
備
中
西

商
工
会
）
の
青
年
部
有
志
ら
が
企
画
し
、
開
催
し

た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。（
下
記
写
真
参
照
）

　
42
年
後
の
今
年
7
月
、
再
び
豪
雨
災
害
に
よ
り
、

矢
掛
町
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
被
災
直

後
は
イ
ベ
ン
ト
が
軒
並
み
中
止
と
な
る
中
、
商
工

会
青
年
部
を
中
心
と
す
る
実
行
委
員
会
は
、
姫
君
・

奥
方
選
考
会
を
当
初
の
7
月
か
ら
９
月
に
延
期
し

て
開
催
。「
矢
掛
町
を
元
気
に
し
た
い
」
と
い
う

一
心
で
大
名
行
列
の
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
例
年
と
変
わ
ら
な
い
時
代
絵
巻
が
展

開
さ
れ
、
沿
道
に
は
多
く
の
笑
顔
が
溢
れ
ま
し
た
。

　
先
代
た
ち
の
想
い
を
道
標
に
、
復
興
へ
の
歩
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

矢
掛
の
宿
場
ま
つ
り

大
名
行
列

　
　～
町
を
元
気
に
。

　
　
　
　
　復
興
へ
の
道
標
～
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保健福祉課健康管理センター
　 ☎（82）1013　 有線　9630
問

１月の健康カレンダー

運動不足を解消しよう！
　矢掛病院の西隣にある健康管理センターの2階にはトレーニングルームが
あり、毎日さまざまな運動教室が行われています。
　寒くなり、体がなまっていませんか？運動不足を感じたら、ぜひ健康管理
センターで汗を流しましょう !

トレーニングルーム
場　　所　健康管理センター２階
利用時間　午前9時～午後9時　※日曜日は午後5時まで
休 館 日　月曜日・祝日・年末年始

注意事項　•小学生以下のお子様は入室できません。
　　　　　•室内シューズをお持ちください。
　　　　　•貴重品等の管理は各自でお願いします。

運動教室
教室に参加して運動不足を解消しましょう！
詳しい運動教室の内容を知りたい方は、矢掛町
ホームページからご確認ください。（右記ＱＲコー
ドをご利用ください。）

利  用  料  金 町  内 町  外
当　　日　　券 100円 300円
回数券（11枚） 1,000円 3,000円
年　　間　　券 5,000円 15,000円

曜　　　日運動教室

朝の部

昼の部

夜の部

開始時間 所要時間
土・日 午前10時30分～
日 午前11時～
木・土
水・金
火・水・木・金
土

午後3時～
午後3時30分～
午後7時30分～
午後7時～

約30分
約30分
約50分
約50分
約40分
約60分

食中毒（ノロウィルス）に注意 !
　岡山県内全域に食中毒（ノロウィルス）注意報が発令中
です。ノロウィルスは嘔吐、下痢、腹痛、発熱などの症状
を引き起こす食中毒の原因となるウィルスで、主に冬場を
中心として流行します。主な原因は、ノロウィルスに感染
した調理従事者の手などを介して、食品を汚染させること
（２次感染）によるものです。予防のポイントは次のとおり
です。
●『清潔』（ウィルスを付けない）
•調理前や用便後は、石鹸を用いて十分な流水
　で手を良く洗う。
•下痢や嘔吐等の症状がある場合は、
　食品を直接取り扱う作業に従事しない。
•二枚貝などを取り扱う時は、専用の調理器具（まな板、
包丁等）を使用するか、使用後は十分に洗浄消毒する。
●『加熱』（ウィルスをやっつける）
•加熱が必要な食品は、中心部まで十分に
加熱して食べる。

※ノロウィルスには、加熱（85℃～90℃で
90秒以上）や次亜塩素酸ナトリウムによる消毒が有効です。

26日㈮ 精神保健相談
※要事前予約午後2時30分～4時

健康・子育て・こころ（ところ  健康管理センター）

対象地区
①矢掛・美川・三谷・山田
②川面・中川・小田・前回お休みした人

受付：①午後1時～1時15分
　　　②午後1時30分～45分
開催：①午後1時 30分～
　　　②午後2時～

10日㈬ 2歳児歯科健康診査
と　き 受　　　付 内　　　容

休日当番医

  1日（月/年始）

  7日㈰
  8日（月/祝）

※事前に連絡をしてから受診してください。

☎(82)０２０２山縣内科医院

21日㈰ ☎(82)３０７０おぐら整形外科医院
28日㈰ ☎(82)３１１３筒　井　医　院

14日㈰ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院

☎(82)１０５０小　塚　医　院

☎(82)１３２６矢　掛　病　院
  2日（火/年始） ☎(82)３１１３筒　井　医　院
  3日（水/年始） ☎(82)３０７０おぐら整形外科医院

と　　き 病　　　院　　　名

と　き と こ ろ と　き と こ ろ
ミニお達者教室

  5日㈮　山 田 会 館
10日㈬　三谷コミュニティセンター
12日㈮　美川生活改善センター

17日㈬　矢 掛 会 館
19日㈮　こうど会館

と　き と こ ろ
24日㈬　鵜 江 会 館
31日㈬　中川町民会館

※時間はいずれも午後2時～3時です。

Health  Calendar　JanuaryHealth  Calendar　January

受付：午前9時～11時
開催：午前9時～正午17日㈬ 育児相談

25日㈭ すこやか育児学級
対象：4～7か月児

受付：午前10時～10時10分
開催：午前10時10分～11時30分頃

開催：午前9時～午後 1時18日㈭ 栄養改善教室

被
災
家
屋
な
ど
の
解
体
・
撤
去
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
平
成
30
年
7
月
豪
雨
に
よ
り
損
壊
（
半
壊
以
上
）
し
た
町
内
の
家
屋
等
に
つ
い
て
、

該
当
家
屋
等
の
所
有
者
の
申
請
に
応
じ
、
町
が
災
害
廃
棄
物
と
し
て
解
体
・
撤
去
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◦
解
体
・
撤
去
の
対
象

　
地
上
の
建
物
部
分
と
基
礎
部
分
（
一
部
解
体
と
リ
フ
ォ
ー
ム
は
対
象
外
）

※
建
物
内
の
残
置
ご
み
（
雑
誌
、
生
ご
み
、
衣
類
な
ど
）
は
、
事
前
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
（
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
、
電
話
な
ど
）
の
停
止
手
続
き
は
各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
り
災
証
明
書
の
な
い
非
住
家
（
倉
庫
、
空
き
家
等
）
に
つ
い
て
も
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
公
費
解
体
　
被
災
し
た
家
屋
（
半
壊
以
上
）
を
家
屋
所
有
者
に
代
わ
り
町
が
撤
去
す
る
こ
と
で
、

生
活
環
境
の
保
全
と
被
災
者
の
生
活
再
建
支
援
を
図
る
制
度
で
す
。
解
体
・
撤
去
は
、
家
屋
所
有

者
の
申
請
を
受
け
て
町
が
実
施
し
ま
す
。
家
屋
所
有
者
が
工
事
に
か
か
る
費
用
を
負
担
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
自
費
解
体
　
被
災
し
た
家
屋
（
半
壊
以
上
）
を
個
人
で
撤
去
す
る
場
合
、
所
有
者
が
支
払
っ
た

費
用
の
う
ち
町
が
定
め
た
基
準
額
を
上
限
と
し
て
償
還
払
い
し
ま
す
。
町
の
基
準
額
で
算
定
す
る

た
め
、
全
額
を
償
還
で
き
な
い
場
合
が
あ 

り
ま
す
。

◦
申
請
書
類
　
役
場
町
民
課
で
配
布

　
　
　
　
　
　（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
請
書
類
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

◦
申
請
期
限
　
平
成
31
年
3
月
29
日
㈮

■問
町
民
課
住
民
環
境
係
　
☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

平
成
30
年
7
月
豪
雨

　支
援
制
度
の
ご
紹
介

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
関
す
る
復
旧
に
向
け
た
支
援
制
度
等
を
紹
介
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町
災
害
復
旧
等
融
資
利
子
補
給
金
の
申
請
受
付
を
開
始

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
起
因
し
て
必
要
と
な
っ
た
融
資
の
支
払
利
子
の
一
部
を
補
給
し
、
早

期
の
事
業
の
再
開
と
事
業
の
継
続
を
支
援
し
ま
す
。

◦
対
象
者
　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
起
因
す
る
被
害
（
直
接
被
害
・
間
接
被
害
）
に
よ
り
、
岡

山
県
危
機
対
策
資
金
【
知
事
特
認
・
危
機
関
連
】
の
融
資
を
受
け
た
、
町
内
に
主
た
る
事
業
所

を
有
す
る
事
業
者
で
、
次
の
要
件
を
備
え
た
人

①
矢
掛
町
内
で
１
箇
年
以
上
継
続
し
て
商
工
業
等
を
営
ん
で
い
る
人

②
町
税
を
完
納
し
て
い
る
人

◦
利
子
補
給
の
内
容
　
補
給
対
象
融
資
限
度
額
　
２
５
０
０
万
円
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
給
期
間
　
10
年
以
内

※
利
子
補
給
額
の
算
定
方
法
：
岡
山
県
危
機
対
策
資
金
に
よ
る
融
資
を
実
施
す
る
金
融
機
関
が

指
定
し
た
利
率
と
利
子
補
給
金
交
付
要
綱
に
規
定
す
る
基
準
利
率
（
年
利
０
・
２
％
）
と
の
差

分
を
補
給
。

◦
申
請
方
法
　
申
請
書
に
次
の
書
類
を
添
付
し
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
町
税
完
納
証
明
書

②
融
資
決
定
の
内
容
が
記
載
さ
れ
た
通
知
書
の
写
し

③
償
還
予
定
表
等
償
還
計
画
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

■問
産
業
観
光
課
商
業
観
光
係
　
☎（
82
）１
０
１
６

免
除
証
明
書
を
発
行
し
ま
す

　
現
在
、
医
療
保
険
・
介
護
保
険
・
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
金
ま
た
は
利
用
料
を
免

除
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
31
年
１
月
以
降
は
保
険
者
等
が
発
行
す
る
免
除
証
明
書
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
次
の
と
お
り
免
除
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
、該
当
す
る
人
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
床
上
浸
水
ま
た
は
全
半
壊
の
り
災
証
明
書
を
発
行
済
み
の
人
は
12
月
末
ま
で
に
免
除
証

明
書
を
郵
送
で
送
付
し
ま
す
の
で
、
申
請
は
不
要
で
す
。

◦
対
象
者
　
①
住
家
が
全
半
壊
、
全
半
焼
、
床
上
浸
水
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
被
害
を
受
け
た
人

　
　
　
　
　
②
主
た
る
生
計
維
持
者
が
災
害
に
よ
り
死
亡
し
、
ま
た
は
重
篤
な
傷
病
を
負
わ
れ
た
人

　
　
　
　
　
③
主
た
る
生
計
維
持
者
の
行
方
が
災
害
に
よ
り
不
明
で
あ
る
人

　
　
　
　
　
④
主
た
る
生
計
維
持
者
が
災
害
の
影
響
で
業
務
を
廃
止
し
、
ま
た
は
休
止
さ
れ
た
人

　
　
　
　
　
⑤
主
た
る
生
計
維
持
者
が
災
害
の
影
響
で
失
職
し
、
現
在
収
入
が
な
い
人

※
り
災
証
明
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
り
災
の
状
況
が
わ
か
る
書
類
と
印
鑑
を
持
っ
て
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■問【
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
】
町
民
課
国
保
消
費
生
活
係
　
☎（
82
）１
０
１
１

　【
介
護
保
険
】
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係
　
☎（
82
）１
０
１
３

　【
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
】
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係
　
☎（
82
）１
０
１
３

平成30年7月豪雨で被災された皆様へ
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す全

国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰

永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰

　
長
年
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
し
て
地
域
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
尽
力
さ

れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

全
国
福
祉
大
会

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　
救
護
施
設
矢
掛
寮
の
開
設
か
ら
54
年
の
永

き
に
わ
た
り
、
利
用
者
の
理
美
容
奉
仕
活
動

を
行
っ
て
い
る
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
40
年
以
上
に
わ
た
り
大
名
行
列
を
通
じ
て

地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
平
成

29
年
に
は
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
桜

祭
り
へ
の
出
演
を
果
た
す
な
ど
国
際
交
流
に

も
貢
献
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
「
地
域
づ
く
り
表
彰
」

地
域
づ
く
り
表
彰
審
査
会
特
別
賞

Information
まちからの

お知らせ

　
矢
掛
町
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
受
験
希
望
者
は
、
指
定
様
式
の
受
験

申
込
書
に
必
要
事
項
を
添
え
て
、
総
務
企
画
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

平
成
31
年
４
月
１
日
採
用
予
定

【
看 

護 

師
】
嘱
託
職
員 

１
人

●
資
格
要
件
　
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
免
許
を
有
す
る
人

　
　
　
　
　
　
宿
直
勤
務
が
可
能
な
人

●
勤 

務 

先
　
矢
掛
寮

●
申
込
締
切
　
随
時
（
応
募
者
の
採
用
が
決
定
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

●
試 

験 

日
　
随
時
（
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。）

●
試
験
内
容
　
面
接
・
作
文
・
性
格
適
性
検
査

【
臨
時
事
務
員
】
臨
時
職
員 

数
人

●
資
格
要
件
　
①
〜
③
を
す
べ
て
満
た
す
人

　
　
①
昭
和
34
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
（
59
歳
以
下
の
人
）

　
　
②
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人

　
　
③
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）
が
で
き
る
人

●
仕
事
内
容
　
各
所
属
に
お
け
る
窓
口
業
務
、
電
話
応
対
、
事
務

●
申
込
締
切
　
平
成
31
年
１
月
４
日
㈮
必
着

　
　
　
　
　
　（
履
歴
書
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

●
試 

験 

日
　
平
成
31
年
１
月
16
日
㈬

●
試
験
内
容
　
面
接
・
事
務
適
性
検
査
・
性
格
適
性
検
査

●
任
　
　期
　
６
ヶ
月
ご
と
の
任
期

随
時
募
集

【
調 
理 

員
】
嘱
託
職
員 

数
人

●
資
格
要
件
　
調
理
師
免
許
を
有
す
る
人
ま
た
は
調
理
業
務
経
験
が
あ
る
人

●
勤 
務 
先
　
町
内
保
育
園
・
矢
掛
寮
・
矢
掛
病
院
・
給
食
セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か

【
介
護
福
祉
士
】
嘱
託
職
員 

数
人

●
資
格
要
件
　
介
護
福
祉
士
資
格
を
取
得
し
て
い
る
人
で
夜
間
勤
務
が
可
能
な
人

●
勤 

務 

先
　
矢
掛
病
院
・
た
か
つ
ま
荘
・
矢
掛
寮
の
い
ず
れ
か

■問
総
務
企
画
課
人
事
給
与
係

　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
２

キ
ラ
リ
☆
輝
く
ま
ち

矢
掛
町
職
員
を
募
集

 ●提出書類の入手方法…
①矢掛町のホームページからダウンロード
　詳細もこちらで確認できます！
②郵便請求による入手
　→封筒の裏に『受験申込書請求』と『職種』を朱書きし、120円切手を貼っ
た宛先明記の返信用封筒角２号（Ａ４判）を同封して送付してください。

岡
山
県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

　
25
年
以
上
に
わ
た
り
学
校
歯
科
医
と
し
て

勤
続
し
た
功
労
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

岡
山
県
備
中
保
健
所
長
表
彰

精
神
保
健
福
祉
事
業
功
労

社
会
福
祉
法
人
あ
す
な
ろ
園

栄
養
改
善
事
業
功
労

阿
部
　
豊
子 

氏

多
賀
喜
代
子 

氏

三
宅
す
み
子 

氏 小川  雅史 氏 古城登志夫 氏

山邊  勝彦 氏 板垣  敏美 氏

武田真佐子 氏三海　正人 氏

理容 三宅
（写真右から三宅 演氏と勢津子氏）

矢掛の宿場まつり大名行列実行委員会
（堀 伸二 実行委員長）



保健福祉課地域包括支援センター
　 ☎（82）1013　 有線　0572
問

1月の健康カレンダー

Health  Calendar　JanuaryHealth  Calendar　January

健康・子育て・こころ（ところ  健康管理センター）

受付：午後 1時～1 時30分
開催：午後 1 時30分～  9日㈬ ２歳児歯科健康診査

受付：午前 9時20分～9 時30分
開催：午前 9時 30分～

開催：午後 2時30分～4時

10日㈭ すこやか育児学級
対象：4～6か月児

受付：午前 9時～10時 30分
開催：午前 9時～16日㈬ 育児相談

開催：午前 9時～午後 1 時17日㈭

精神保健相談
※要事前連絡25日㈮

栄養改善教室

と　　　き 内　　　容
休日当番医

  1日㈫/（年始）
  2日㈬/（年始）
  3日㈭/（年始）

※事前に連絡をしてから受診してください。

13日㈰ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院
14日㈪/㈷ ☎(82)１３２１水川内科医院
20日㈰ ☎(84)０００１あゆみクリニック
27日㈰ ☎(82)１０５０小　塚　医　院

☎(82)１３２１水川内科医院
  6日㈰ ☎(82)０３０８鳥　越　病　院

☎(82)１３２６矢　掛　病　院
☎(82)０３０８鳥　越　病　院

と　　き 病　　　院　　　名

骨粗しょう症を予防するために…
•１日800mg以上のカルシウムをとりましょう。
乳製品、小魚、海藻、大豆製品などに多く含まれてい
ます。

•天気のよい日は日光浴をしましょう。
カルシウムの吸収を促進させるのがビタミンＤです。ビ
タミンＤは食事でとる以外に、日光を浴びることによっ
て体内で作りだされます。食品では、魚、きのこ、卵
などに多く含まれています。
•普段の生活の中に運動を取り入れましょう。
　筋肉を鍛えることも転倒や骨折の予防になります。
特に大切なのが、足の筋肉を鍛えることです。テレビ
を見ながらスクワット、歯磨きをしながらかかと上げ
など、普段の生活の中に運動を取り入れてみましょう。
※歩行や立位が不安定な人は、壁や机などに手をつい
て行いましょう。

自分で防ごう！「転倒・骨折」
　転倒した際に骨折したことがきっかけで要介護、寝たきりに…。そんな話を聞いたことがありま
せんか？矢掛町でも、介護保険を申請する理由の二大要因の一つとなっています。（もう１つの要因
は認知症）
　「転ばぬ先の杖」という言葉がありますが、転倒・骨折を避けるために、自分でできる対策をし
ておきましょう。

＊骨折は家の中でも起こります！転びやすい要因
は少しでも減らしましょう！
•敷居の段差を解消する。
•照明を明るくする。
•カーペットなどの敷物を固定する。
•階段や風呂場などに手すりや滑り止めをつける。

＊骨折のリスクを高める骨粗しょう症を予防しま
しょう！
　骨粗しょう症とは、加齢に伴い骨がもろくなり、
ちょっと転んだだけで骨折しやすくなる病気です。

●
と
　き
　
平
成
31
年
１
月
20
日
㈰
　
午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
　※
入
場
無
料
・
申
込
不
要

●
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

●
内
　容
　
演
題
　「
災
害
と
男
女
共
同
参
画
」

　
　
　
　
　
講
師
　
丹
羽
　
麻
子 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　（
国
立
女
性
教
育
会
館
事
業
課
専
門
職
員
）

■問
総
務
企
画
課
企
画
係

　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
１

　
気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、
水
道
管
の
凍
結
や
破
裂
の
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
水
道
管

が
凍
結
し
て
破
裂
す
る
と
、
漏
水
が
発
生
し
高
額
な
水
道
料
金
を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
水
道
管
の
防
寒
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

④
水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合

　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル
ブ
を
閉

め
、
水
を
止
め
る
。
破
裂
し
た
部
分
を
布
や

テ
ー
プ
で
ふ
さ
い
で
か
ら
、
町
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
に
修
理
を
申
し
込
む
。（
修

理
代
金
は
個
人
負
担
）

⑤
公
会
堂
や
長
期
不
在
の
建
物
の
場
合

　
し
ば
ら
く
の
間
水
道
を
使
用
し
な
い
時

は
、
漏
水
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
も
止

水
栓
を
閉
め
る
。

①
凍
結
し
や
す
い
水
道
管

•
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
。

•
家
の
北
側
に
あ
り
、
陽
の
当
た
ら
な
い
所

に
あ
る
。

•
風
当
た
り
の
強
い
所
に
あ
る

②
一
般
家
庭
で
で
き
る
防
寒
の
仕
方

•
保
温
材
や
毛
布
、
布
切
れ
で
蛇
口
の
上
ま

で
完
全
に
包
む
。

•
メ
ー
タ
ー
を
保
護
す
る
為
に
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
使
い
古
し
の
毛
布
や
布

切
れ
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
を
入
れ
、

保
温
す
る
。

③
水
道
管
が
凍
っ
た
場
合

•
蛇
口
が
凍
っ
た
時
は
、
自
然
に
溶
け
る
の

を
待
つ
か
、
凍
っ
て
し
ま
っ
た
部
分
に
タ

オ
ル
等
を
被
せ
て
、
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま

湯
を
か
け
る
。（
急
に
熱
い
お
湯
を
か
け

る
と
、
管
や
蛇
口
が
破
裂
し
、
給
水
栓
を

傷
め
る
こ
と
が
あ
る
）

まちからの
お知らせ

　
風
し
ん
が
首
都
圏
を
中
心
に
急
増
し
、
例
年
の
10
・
８
倍
の
患
者
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
妊
婦

が
風
し
ん
に
な
っ
た
場
合
、
産
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
に
難
聴
や
心
疾
患
等
の
障
害
（
先
天
性
風

し
ん
症
候
群
）
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
年
末
年
始
を
迎
え
、
地
方
で
も
感
染

の
機
会
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
妊
婦
の
ご
家
族
や
妊
娠
希
望
者
へ
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
を
一
部
助
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
予
防
接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
対
　
　象
　
昭
和
39
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
で
、
風
し
ん
に
罹
患

し
た
こ
と
が
な
く
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
今
ま
で
に
２
回
接
種
し
て
い
な
い
人

（
助
成
は
１
人
１
回
ま
で
）

　
　※

次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
①
現
在
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希
望
し
て
い
る
女
性
、
そ
の
配
偶
者
お
よ
び
同
一
世
帯
家
族

　
　
　
②
現
在
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
配
偶
者
、
同
世
帯
家
族

●
助 

成 

額
　
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン 

１
万
１
５
３
０
円
（
上
限
）

　
　
　
　
　
　
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン 

７
７
１
０
円
（
上
限
）

●
申
請
方
法
　
医
療
機
関
に
て
接
種
後
、
保
健
福
祉
課
に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
申
請
に
は
、
予
防
接
種
の
領
収
書
（
原
本
）、
印
鑑
、
通
帳
（
申
請
者
名
義
の
も
の
）

が
必
要
で
す
。
助
成
金
は
、
後
日
指
定
の
口
座
に
振
込
み
ま
す
。

■問
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
・
保
健
業
務
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
９
６
３
０

産
ま
れ
て
来
る
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に

風
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
、
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
や
、
有
権
者
が
政
治

家
に
寄
附
や
贈
り
物
を
求
め
る
こ
と
は
公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

●
政
治
家
の
寄
付
禁
止
の
対
象
と
な
る
も
の

　
秘
書
等
が
代
理
で
出
席
す
る
場
合
の
結
婚
祝
い
、
お
祭
り
へ
の
寄
付
・
差
し

入
れ
、落
成
式・開
店
祝
な
ど
の
花
輪
、お
歳
暮
、お
年
賀
、葬
儀
の
花
輪
、供
花
、

地
域
の
運
動
会
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
飲
食
物
等
の
差
し

入
れ
、
病
気
見
舞
、
入
学
祝
・
卒
業
祝
、
秘
書
等
が
代
理

で
出
席
す
る
場
合
の
葬
儀
の
香
典

■問
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
☎（
82
）１
１
１
９
　
有
線
０
６
０
１

ル
ー
ル
を
守
っ
て
明
る
い
選
挙

政
治
家
の
寄
付
行
為
は
禁
止

有
権
者
が
求
め
る
こ
と
も
禁
止

大
丈
夫
で
す
か
？
水
道
の
冬
支
度

水
道
管
の
凍
結
防
止
を
！

災
害
か
ら
見
る
男
女
共
同
参
画

町
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

保温材

ビニール
テープ

■問
上
下
水
道
課
上
水
道
業
務
係

　
☎（
82
）０
１
７
３
　
有
線
０
５
７
０

Information

〔広報誌「総務省」（2018年12月号）より抜粋〕
6平成30年12月号



保健福祉課地域包括支援センター
　 ☎（82）1013　 有線　0572
問

1月の健康カレンダー

Health  Calendar　JanuaryHealth  Calendar　January

健康・子育て・こころ（ところ  健康管理センター）

受付：午後 1時～1 時30分
開催：午後 1 時30分～  9日㈬ ２歳児歯科健康診査

受付：午前 9時20分～9 時30分
開催：午前 9時 30分～

開催：午後 2時30分～4時

10日㈭ すこやか育児学級
対象：4～6か月児

受付：午前 9時～10時 30分
開催：午前 9時～16日㈬ 育児相談

開催：午前 9時～午後 1 時17日㈭

精神保健相談
※要事前連絡25日㈮

栄養改善教室

と　　　き 内　　　容
休日当番医

  1日㈫/（年始）
  2日㈬/（年始）
  3日㈭/（年始）

※事前に連絡をしてから受診してください。

13日㈰ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院
14日㈪/㈷ ☎(82)１３２１水川内科医院
20日㈰ ☎(84)０００１あゆみクリニック
27日㈰ ☎(82)１０５０小　塚　医　院

☎(82)１３２１水川内科医院
  6日㈰ ☎(82)０３０８鳥　越　病　院

☎(82)１３２６矢　掛　病　院
☎(82)０３０８鳥　越　病　院

と　　き 病　　　院　　　名

骨粗しょう症を予防するために…
•１日800mg以上のカルシウムをとりましょう。
乳製品、小魚、海藻、大豆製品などに多く含まれてい
ます。

•天気のよい日は日光浴をしましょう。
カルシウムの吸収を促進させるのがビタミンＤです。ビ
タミンＤは食事でとる以外に、日光を浴びることによっ
て体内で作りだされます。食品では、魚、きのこ、卵
などに多く含まれています。
•普段の生活の中に運動を取り入れましょう。
　筋肉を鍛えることも転倒や骨折の予防になります。
特に大切なのが、足の筋肉を鍛えることです。テレビ
を見ながらスクワット、歯磨きをしながらかかと上げ
など、普段の生活の中に運動を取り入れてみましょう。
※歩行や立位が不安定な人は、壁や机などに手をつい
て行いましょう。

自分で防ごう！「転倒・骨折」
　転倒した際に骨折したことがきっかけで要介護、寝たきりに…。そんな話を聞いたことがありま
せんか？矢掛町でも、介護保険を申請する理由の二大要因の一つとなっています。（もう１つの要因
は認知症）
　「転ばぬ先の杖」という言葉がありますが、転倒・骨折を避けるために、自分でできる対策をし
ておきましょう。

＊骨折は家の中でも起こります！転びやすい要因
は少しでも減らしましょう！
•敷居の段差を解消する。
•照明を明るくする。
•カーペットなどの敷物を固定する。
•階段や風呂場などに手すりや滑り止めをつける。

＊骨折のリスクを高める骨粗しょう症を予防しま
しょう！
　骨粗しょう症とは、加齢に伴い骨がもろくなり、
ちょっと転んだだけで骨折しやすくなる病気です。

●
と
　き
　
平
成
31
年
１
月
20
日
㈰
　
午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
　※

入
場
無
料
・
申
込
不
要

●
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

●
内
　容
　
演
題
　「
災
害
と
男
女
共
同
参
画
」

　
　
　
　
　
講
師
　
丹
羽
　
麻
子 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　（
国
立
女
性
教
育
会
館
事
業
課
専
門
職
員
）

■問
総
務
企
画
課
企
画
係

　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
１

　
気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、
水
道
管
の
凍
結
や
破
裂
の
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
水
道
管

が
凍
結
し
て
破
裂
す
る
と
、
漏
水
が
発
生
し
高
額
な
水
道
料
金
を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
水
道
管
の
防
寒
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

④
水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合

　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル
ブ
を
閉

め
、
水
を
止
め
る
。
破
裂
し
た
部
分
を
布
や

テ
ー
プ
で
ふ
さ
い
で
か
ら
、
町
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
に
修
理
を
申
し
込
む
。（
修

理
代
金
は
個
人
負
担
）

⑤
公
会
堂
や
長
期
不
在
の
建
物
の
場
合

　
し
ば
ら
く
の
間
水
道
を
使
用
し
な
い
時

は
、
漏
水
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
も
止

水
栓
を
閉
め
る
。

①
凍
結
し
や
す
い
水
道
管

•
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
。

•
家
の
北
側
に
あ
り
、
陽
の
当
た
ら
な
い
所

に
あ
る
。

•
風
当
た
り
の
強
い
所
に
あ
る

②
一
般
家
庭
で
で
き
る
防
寒
の
仕
方

•
保
温
材
や
毛
布
、
布
切
れ
で
蛇
口
の
上
ま

で
完
全
に
包
む
。

•
メ
ー
タ
ー
を
保
護
す
る
為
に
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
使
い
古
し
の
毛
布
や
布

切
れ
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
を
入
れ
、

保
温
す
る
。

③
水
道
管
が
凍
っ
た
場
合

•
蛇
口
が
凍
っ
た
時
は
、
自
然
に
溶
け
る
の

を
待
つ
か
、
凍
っ
て
し
ま
っ
た
部
分
に
タ

オ
ル
等
を
被
せ
て
、
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま

湯
を
か
け
る
。（
急
に
熱
い
お
湯
を
か
け

る
と
、
管
や
蛇
口
が
破
裂
し
、
給
水
栓
を

傷
め
る
こ
と
が
あ
る
）

まちからの
お知らせ

　
風
し
ん
が
首
都
圏
を
中
心
に
急
増
し
、
例
年
の
10
・
８
倍
の
患
者
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
妊
婦

が
風
し
ん
に
な
っ
た
場
合
、
産
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
に
難
聴
や
心
疾
患
等
の
障
害
（
先
天
性
風

し
ん
症
候
群
）
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
年
末
年
始
を
迎
え
、
地
方
で
も
感
染

の
機
会
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
妊
婦
の
ご
家
族
や
妊
娠
希
望
者
へ
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
を
一
部
助
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
予
防
接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
対
　
　象
　
昭
和
39
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
で
、
風
し
ん
に
罹
患

し
た
こ
と
が
な
く
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
今
ま
で
に
２
回
接
種
し
て
い
な
い
人

（
助
成
は
１
人
１
回
ま
で
）

　
　※

次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
①
現
在
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希
望
し
て
い
る
女
性
、
そ
の
配
偶
者
お
よ
び
同
一
世
帯
家
族

　
　
　
②
現
在
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
配
偶
者
、
同
世
帯
家
族

●
助 

成 

額
　
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン 

１
万
１
５
３
０
円
（
上
限
）

　
　
　
　
　
　
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン 

７
７
１
０
円
（
上
限
）

●
申
請
方
法
　
医
療
機
関
に
て
接
種
後
、
保
健
福
祉
課
に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
申
請
に
は
、
予
防
接
種
の
領
収
書
（
原
本
）、
印
鑑
、
通
帳
（
申
請
者
名
義
の
も
の
）

が
必
要
で
す
。
助
成
金
は
、
後
日
指
定
の
口
座
に
振
込
み
ま
す
。

■問
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
・
保
健
業
務
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
９
６
３
０

産
ま
れ
て
来
る
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に

風
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
、
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
や
、
有
権
者
が
政
治

家
に
寄
附
や
贈
り
物
を
求
め
る
こ
と
は
公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

●
政
治
家
の
寄
付
禁
止
の
対
象
と
な
る
も
の

　
秘
書
等
が
代
理
で
出
席
す
る
場
合
の
結
婚
祝
い
、
お
祭
り
へ
の
寄
付
・
差
し

入
れ
、落
成
式・開
店
祝
な
ど
の
花
輪
、お
歳
暮
、お
年
賀
、葬
儀
の
花
輪
、供
花
、

地
域
の
運
動
会
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
飲
食
物
等
の
差
し

入
れ
、
病
気
見
舞
、
入
学
祝
・
卒
業
祝
、
秘
書
等
が
代
理

で
出
席
す
る
場
合
の
葬
儀
の
香
典

■問
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
☎（
82
）１
１
１
９
　
有
線
０
６
０
１

ル
ー
ル
を
守
っ
て
明
る
い
選
挙

政
治
家
の
寄
付
行
為
は
禁
止

有
権
者
が
求
め
る
こ
と
も
禁
止

大
丈
夫
で
す
か
？
水
道
の
冬
支
度

水
道
管
の
凍
結
防
止
を
！

災
害
か
ら
見
る
男
女
共
同
参
画

町
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

保温材

ビニール
テープ

■問
上
下
水
道
課
上
水
道
業
務
係

　
☎（
82
）０
１
７
３
　
有
線
０
５
７
０
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住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
人
生
を

　み
ん
な
で
考
え
る

　
　矢
掛
町
の
医
療
・
介
護

　
日
本
で
は
、
諸
外
国
に
例
を
見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
、
65
歳
以
上
の
人
口
は
、
現
在
３
０
０
０
万
人
を

超
え
て
い
ま
す
。（
国
民
の
約
４
人
に
１
人
）

　
そ
こ
で
国
で
は
、
団
塊
の
世
代
（
約
８
０
０
万
人
）
が
75
歳

以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
を
め
ど
に
、
高
齢
者
の
尊
厳
の
保
持

と
自
立
生
活
の
支
援
の
目
的
の
も
と
で
、
可
能
な
限
り
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
期
ま
で
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
医
療
、
介
護
、
予
防
、
住
ま
い
、
生
活

支
援
が
包
括
的
に
提
供
で
き
る
体
制
（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
）
の
構
築
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
矢
掛
町
で
も
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
的
に
、

毎
年
９
月
に
「
矢
掛
地
域
医
療
介
護
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
９
月
１
日
に
６
回
目
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
、
町
内
外
か
ら
１
８
０
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
こ
で
、参
加
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、

皆
さ
ん
が
望
む
医
療
・
介
護

の
形
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意

見
を
い
た
だ
く
中
で
町
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
医

療
や
介
護
の
形
を
考
え
て
い

き
ま
す
。

※
参
加
者
１
８
０
人
中
ア
ン

ケ
ー
ト
提
出
者
１
５
２
人

無回答  1％

一応
48％

ない
45％

ある  6％
無回答
2％

男
28％

女
70％

わから
ない
13％

無回答
    2％

その他  1％

自宅
30％

病院
32％

福祉施設
22％

無回答  1％

50代
15％

70代
30％

60代
35％

80代以上
11％

30代  1％
40代  7％

無回答
4％

ノート等  3％

家族等
31％伝えて

いない
58％

かかりつけ医
4％

無回答
1％

ある
67％

ない
32％

●あなたは、自分の死が近い場合に受けたい医
療や受けたくない医療について、家族と話し
合ったことがありますか。

●性　別

●年　齢

●あなたは、「元気なうちにしたいこと」や「も
しものときどうしたいか」を誰かに伝えてい
ますか。

●あなたは、家庭医（かかりつけ医）をお持ち
ですか。

●あなたが高齢となり、日常生活を送る上で医
療・介護が必要な状態になったとき、どこで
医療・介護を受けたいですか。

（人）
男 42
女 107
無回答 3
総　計 152

（人）
30代 2
40代 11
50代 22
60代 53
70代 46
80代以上 16
無回答 2
総　計 152

（人）

ある 102
ない 49
無回答 1
総　計 152

（人）

詳しく話し合っ
ている 9

一応話し合った
ことがある 73

全く話し合った
ことがない 69

無回答 1
総　計 152

（人）
自　宅 45
病院など医療機関 49
老人ホームなど
福祉施設 34

その他 1
わからない 20
無回答 3
総　計 152

（人）
家族等 50
かかりつけ医 6
ノート等 5
伝えていない 92
無回答 6
総　計 159

※重複回答あり
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無回答  1％

一応
48％

ない
45％

ある  6％
無回答
2％

男
28％

女
70％

わから
ない
13％

無回答
    2％

その他  1％

自宅
30％

病院
32％

福祉施設
22％

無回答  1％

50代
15％

70代
30％

60代
35％

80代以上
11％

30代  1％
40代  7％

無回答
4％

ノート等  3％

家族等
31％伝えて

いない
58％

かかりつけ医
4％

無回答
1％

ある
67％

ない
32％

●あなたは、自分の死が近い場合に受けたい医
療や受けたくない医療について、家族と話し
合ったことがありますか。

●性　別

●年　齢

●あなたは、「元気なうちにしたいこと」や「も
しものときどうしたいか」を誰かに伝えてい
ますか。

●あなたは、家庭医（かかりつけ医）をお持ち
ですか。

●あなたが高齢となり、日常生活を送る上で医
療・介護が必要な状態になったとき、どこで
医療・介護を受けたいですか。

これからの医療・介護の形

ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
載
さ
れ
た
要
望
・
意
見（
抜
粋
）

◦
訪
問
介
護
が
出
来
る
様
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

➡
町
内
に
は
５
カ
所
の
訪
問
介
護
事
業
所
が
あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
に
認
定
さ
れ
た
ら
、
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
ご
相
談
の
上
、
要
望
に
応
じ
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

◦
往
診
、
訪
問
看
護
を
充
実
し
て
ほ
し
い
。

➡
現
在
町
内
に
は
８
つ
の
病
院
・
診
療
所
が
あ
り
、
必
要

に
応
じ
て
医
師
が
往
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
訪
問

看
護
は
町
内
で
は
１
カ
所
で
す
が
、
町
外
の
訪
問
介
護
事

業
所
も
多
く
あ
り
、
要
望
に
応
じ
て
病
院
医
師
や
施
設
と

の
相
談
の
上
で
ご
利
用
可
能
で
す
。

◦
介
護
保
険
を
使
わ
ず
に
最
後
ま
で
生
き
た
人
に
も
何
ら

か
の
メ
リ
ッ
ト
を
あ
げ
て
ほ
し
い
。

➡
介
護
保
険
を
利
用
せ
ず
天
寿
を
全
う
さ
れ
る
人
も
町
内

に
は
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
利
用

し
て
い
な
い
方
へ
の
特
典
は
あ
り
ま
せ
ん
。
元
気
で
長
生

き
が
特
典
で
す
。

◦
救
急
医
療
へ
の
対
応
が
不
安
。
乳
幼
児
の
病
気
に
対
し

て
も
う
少
し
安
心
し
た
い
。

➡
乳
幼
児
の
急
な
病
気
に
は
「
＃
８
０
０
０
」
の
利
用
を

勧
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
健
師
か
ら
啓
発
冊
子
「
病
院
に
行
く
、
そ
の

前
に
」
を
出
生
届
時
に
配
布
し
、
子
ど
も
の
救
急
医
療
に

つ
い
て
伝
達
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
引
き
続
き
勧
め
て

い
き
ま
す
。

◦
病
院
へ
の
町
内
循
環
バ
ス
を
充
実
し
て
ほ
し
い
。
決

ま
っ
た
停
留
所
で
は
な
く
家
の
す
ぐ
近
く
に
待
機
で
き
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

➡
現
在
町
内
の
ふ
れ
あ
い
バ
ス
は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
３

台
の
小
型
バ
ス
で
町
内
の
運
行
路
線
上
を
運
行
し
て
お

り
、
決
ま
っ
た
停
留
所
に
停
ま
っ
て
い
ま
す
。
利
用
は
無

料
、
老
人
セ
ン
タ
ー
を
発
着
点
と
し
て
い
ま
す
。
当
面
こ

の
ス
タ
イ
ル
で
運
行
す
る
予
定
で
す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ

い
。

◦
独
居
老
人
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
を
政
策
化
し
て
ほ
し

い
。

➡
現
在
、
町
で
は
独
居
老
人
に
対
し
て
希
望
者
に
緊
急
通

報
装
置
の
取
り
付
け
や
福
祉
タ
ク
シ
ー
、
給
食
サ
ー
ビ
ス

の
助
成
な
ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
民
生
委
員
や

老
人
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
見
守
り
、
75
歳
以
上
の
人
に
は

ほ
っ
と
ボ
ト
ル
設
置
事
業
が
あ
り
ま
す
。

◦
本
人
の
希
望
が
あ
れ
ば
ス
ム
ー
ズ
に
介
護
が
受
け
ら
れ

る
流
れ
が
あ
れ
ば
良
い
の
で
は
。

➡
昨
年
度
、
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
、
今

年
度
か
ら
そ
の
計
画
に
沿
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
初
め
に
矢
掛
町
の
介
護
保
険
利
用
ガ
イ
ド
を
各
戸

配
付
し
、
介
護
保
険
利
用
時
に
使
用
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
利
用
の
流
れ
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も

こ
の
ガ
イ
ド
を
使
用
し
な
が
ら
ス
ム
ー
ズ
な
利
用
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

◦
介
護
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
知
り
た
い
。

➡
現
在
ま
ち
の
出
前
講
座
で
サ
ロ
ン
や
町
内
団
体
か
ら

「
介
護
保
険
」
に
つ
い
て
の
説
明
の
要
望
が
あ
れ
ば
職
員

が
出
向
い
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
要
望
が
あ
れ
ば
保
健
福

祉
課
介
護
保
険
係
に
ご
連
絡
い
た
だ
き
、
受
講
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■問
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
８
１

出典：厚生労働省
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　まちのわだい

　11月 11日、旧矢掛本陣石井家住宅の酒蔵展示
室がリニューアルオープンしました。
　展示の主なテーマとして 「山陽道と旅」「宿場町 
矢掛と本陣の役割」「矢掛本陣 石井家」の３つに分
けられ、写真やグラフ等を多用し、観光客はもちろ
ん歴史愛好者にも楽しんでもらえる内容になって
います。これを機会にふるさとの歴史を見直すきっ
かけとなり、本陣入館者が増加することを期待して
います。

本陣酒蔵が一新、入館者増に期待

脇本陣、光と陰の幻想的な空間

↑リニューアルされた展示作品を見る来場者。
↑懐かしのベトナム料理に長蛇の列。

↑脇本陣内に幻想的な雰囲気が広がりました。

友好深めるきっかけに、ベトナムフェスティバル
　11月 18日、やかげ町家交流館で「ベトナム・
フェスティバル」が開催されました。
　これは、町内で外国人技能実習生として勤務する
ベトナム人が多く、日本滞在中に楽しい思い出を作
ってもらうと同時に、町民との交流のきっかけにな
ればと昨年から開催されているものです。
　当日は、ベトナムの郷土料理が屋台で振る舞われ、
参加者は懐かしい味に舌鼓を打っていました。また、
ビンゴ大会やカラオケ大会では、日本人参加者とと
もに大いに盛り上がりました。

　11月24～25日、 旧矢掛脇本陣高草家住宅で「村
上菜也子作品展 記憶と回生～めぐりあい～」が開
催されました。
　村上菜也子氏は京都在住の照明作家で、７年前か
ら季節ごとに矢掛町に足を運び、自然の季節ごとの
移り変わりや街の歴史などに触れながらイメージ
を膨らませ、今回の作品展が実現。
　来場者は、凛と張りつめた空気の中、幻想的な光
と陰の織り成す世界に魅了されていました。
　25日には、展示作品と備中神楽によるコラボレ
ーションもありました。

日韓生徒、相互に交流を深めて

↑互いに協力して、簡易カメラを作成する生徒ら。

　11月 14日、岡山県と友好交流協定を結んでい
る韓国・慶尚南道の中学生訪問団13人が矢掛中学
校を訪問し、同中生徒たちと一緒に授業を受け、交
流を図りました。
　一行は、同中生徒たちと一緒に授業や給食を体験。
英語では、ゲームを交えながら日常会話を学び、理
科では、牛乳パックを用いて簡易カメラを作成し、
光の性質について学びました。
　岡山県と慶尚南道は 2009年に結んだ協定に基
づき、中高生を相互に派遣しています。
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　第９回中国五県高等学校
商業教育実技競技大会
（11/16～17 島根県）珠
算部門に出場。
笠岡商業高校１年 石

いし

井
い

 葵
あおい

さん（小田）

　11月16日、㈱ストライプ
インターナショナル
（石川康晴代表取締役社長）か
ら中川小学校へ300万円、中
川保育園へ100万円ご寄付を
いただきました。

　11月22日、㈱両備ホール
ディングス（松田  久代表取締
役社長）から矢掛町へ100万
円ご寄付をいただきました。

中国大会出場選手激励 丹精こめて生産、山ノ上干し柿づくり
　11月 7日、小田小学校3年生 14人が山ノ上地
区の土井農園（山部美由紀代表）を訪れ、干し柿づ
くりを体験しました。
　これは、総合的な学習の一環で地域の特産品につ
いて知ることを目的に毎年実施されています。
　児童たちは、西条柿の皮をピーラーで丁寧にむぎ、
ビニール紐にくくって干し場に吊るしました。この
日作った干し柿は干し場で約40日間乾燥させた後、
12月下旬に児童のもとへ届けられる予定です。

　11月 8日、矢掛駅の利
便性の向上と地域の賑わい
創出を目的として待合所内
に、交流スペース（飲食・
物販）がオープンしました。
開館時間：午前10時～
　　　　　午後５時
定休日：なし（年末年始、
　　　　大型連休後は休み）

笑顔いっぱい、中川保育園児が大集合復興に向け、多大なご支援に感謝

↑久しぶりの交流を楽しみました。

↑ピーラーで西条柿の皮をむく児童ら。

矢掛の玄関口に賑わいを

　11月 20日、海洋センターで「中川保育園のつ
どい」が開催されました。
　7月の豪雨災害で中川保育園は浸水被害を受け、
現在園児たちは矢掛保育園と小田保育園に分かれ
て通園しています。
　この日中川保育園の０歳～５歳児全員が集合し、
みんなでじゃんけん列車やボール遊びをしたり歌
を歌って元気いっぱい遊びました。
　中川保育園の災害復旧工事は、平成31年２月末
完了予定です。

　平成30年７月豪雨からの復興に向けて多くの皆様
からご支援ご協力をいただいております。
　この度、100万円以上の高額寄付をいただいた皆
様に、山野町長から感謝状を贈呈しました。

平成30年7月豪雨
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Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

　今年も残すところわずかとなりました。2018年を振り
返るとやはり７月の豪雨災害は、平成最後の夏に起きた大

災害となり大変な被害をもたらしました。
　子どもたちが楽しみにしている夏の行事がほとんど中止になる中、図書館で何かできるこ
とはないかと８/４（土）の図書館フェスティバルの中でささやかではありますが、小さな出
店のお祭りを開催したところ、たくさんの親子が参加してくれました。それぞれのコーナー
で歓声を上げながら楽しんでいる子どもたちの様子を見て、私たち職員一同元気をもらいま
した。
　来年が穏やかな1年となり、図書館の来館者が増えますように…。

カウンターからの情景

「 西日本豪雨　平成30年７月 」
　産経新聞／発行

「 がんばろう！中川 ～朝の来ない日はない～ 」
　髙月憲二郎／編　
　中川公民館／中川・豪雨災害の記録を残す会／発行

図書館のイベント

郷土にゆかりのある人の本

おはなしらんど＆おりがみ教室
◆と　き　12月22日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　矢掛町立図書館　幼児コーナー
◆内　容　�えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵本の

読み聞かせやエプロンシアターなど楽し
いおはなしがいっぱい。

朝一落語
◆と　き　1月12日㈯　午前9時30分〜
◆ところ　矢掛町立図書館
◆内　容　�車家化狐。さんによる楽しい落語

えいごであそぼう
◆と　き　1月12日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　矢掛町立図書館　リハーサル室
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲームなど　※�先生の都合により日時が変更になる場合があります。

展　示　室

収蔵品展　冬を愉
た の

しむ
　　　　　　会期 /〜2月24日（日）

やかげ郷土美術館 facebook
いいね！をお願いします↓

町民ギャラリー

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■

佐藤一章《庭の雪》1952年

は休館日

1月の図書館カレンダー

27 28 29

日

7 8
1

9
2

1110
3 4

12
5

13
6

14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26

30 31

火水木金土月

12月の休館日
25日（火）・28（金）～31日（月）

◆ 矢掛町文化協会　美とのふれあい展
　　　　　　　（＊各部門の展示最終日は午後 4 時まで）
　アートガーデン・木工芸　　　12 月 18 日（火）〜 24 日（月・祝）
◆ やの会　美術展　　　　　  1 月   5 日（土）午後〜 14 日（月・祝）

◆ 暮らしの書　年賀状展　　  1 月 17 日（木）〜 20 日（日）

◆ きらきら作品展　　　　　　  1 月 23 日（水）〜 2 月 8 日（金）

◆ 美術館講座作品展　　　　　2 月 10 日（日）〜

みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

日時、内容等は図書館へお問い合わせください。
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★�対 象 者★　�町内在住で平成30年2月生まれのお子さん
★応募期限★　平成31年1月31日（木）必着
★�応募方法★　�写真に①住所②氏名（ふりがな）③性別④生年月日⑤電話番号⑥20字程度のメッセージを添えてご応募く

ださい。
★�応 募 先★　総務企画課秘書広報室　〒714−1297　（役場専用）矢掛町矢掛3018　☎（82）1010　有線�0522

満１歳のお祝いに写真を掲載しませんか？ 2 月生まれ募集中

������いし��い��　 ��りん

後藤奏介ちゃん（小林）
（H29年 4月16日生まれ）

お姉ちゃんと仲良く遊んでね！

������うえ��だ����ひ���め

上田姫愛さん（里山田）
（H29年 12月27日生まれ）
笑顔が素敵な姫愛ちゃん♡

大好きだよ♡

我が家のアイドル我が家のアイドル
Happy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st Birthday

������ご�とうそうすけ

後藤奏介くん（南山田）
（H29年 12月25日生まれ）
いつも元気でいてくれてあり
がとう♡

読者のひろば
みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

13 平成30年12月号



矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,321人（－24） 
　男　     6,874人（－14） 
　女　     7,447人（－10）
世帯数　  5,474世帯（＋5）

平成30年12月 1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ

「
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
　
Ｗ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｎ

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｌ
　
消
防

小
町
　
２
０
１
８
」
開
催

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
倉
敷
で
備
中
地
区

６
消
防
本
部
合
同
の
女
性
消
防
士
の

認
知
度
向
上
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。
業
務
内
容
の
紹

介
や
防
火
装
備
の
試
着
体
験
、
ク
イ

ズ
コ
ー
ナ
ー
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な

ど
女
性
消
防
士
に
つ
い
て
知
る
絶
好

の
機
会
で
す
。

◦
と
　
き
　
12
月
26
日
㈬
　
午
前
10

時
～
午
後
４
時

◦
と
こ
ろ
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
倉
敷
　

１
階
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト

◦
対
　
象
　
女
性
（
中
学
生
以
上
）

■問
倉
敷
市
消
防
局
消
防
総
務
課

　
☎
０
８
６（
４
２
６
）１
１
９
１

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

出
張
相
談
in
矢
掛

◦
と
　
き
　
12
月
28
日
㈮
、
平
成
31

年
１
月
11
日
㈮
、
25
日
㈮
　
午
前
10

時
～
午
後
３
時
（
正
午
か
ら
午
後
１

時
を
除
く
）

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
　
第
１
相
談

室◦
相
談
内
容
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

の
職
員
が
求
人
情
報
の
提
供
・
職
業

相
談
等
を
行
い
ま
す
。

◦
対
象
者
　
町
内
に
住
所
を
有
す
る

人◦
そ
の
他
　
事
前
の
予
約
は
不
要
で

す
。
事
前
に
予
約
い
た
だ
く
と
優
先

的
に
相
談
で
き
ま
す
。

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係

　
☎（
82
）１
０
１
６

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

　
☎
０
８
６
５（
62
）２
１
４
７

岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

出
張
相
談
所
in
矢
掛
町

　
備
中
西
商
工
会
と
矢
掛
町
が
、
中

小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者
の
新
た

な
事
業
展
開
、
ま
た
経
営
上
の
諸
問

題
解
消
の
場
を
開
設
し
ま
す
。

◦
と
　
き
　
平
成
31
年
１
月
16
日
㈬

　
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

５
時

◦
と
こ
ろ
　
備
中
西
商
工
会
本
部
（
矢

掛
）
会
議
室

◦
対
象
者
　
中
小
企
業
者
、
小
規
模

事
業
者

◦
申
込
締
切
　
平
成
31
年
１
月
７
日

㈪
　
午
後
５
時

※
相
談
無
料
　
要
予
約

■問
備
中
西
商
工
会
本
部
（
矢
掛
）

☎（
82
）０
５
５
９

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　「
仕
事
を
探
し
て
い
る
」「
働
く
こ

と
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

え
て
い
る
」
15
～
39
歳
ま
で
の
若
者

の
皆
さ
ん
の
「
働
き
出
す
力
」
を
多

様
な
支
援
に
よ
り
引
き
出
し
ま
す
。

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
自
立
を
支
援
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◦
と
　
き
　
１
月
9
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
　
第
１
相
談

室◦
対
象
者
　
15
～
39
歳
の
人
ま
た
は

そ
の
保
護
者

※
相
談
無
料
・
要
予
約

■問
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

女
性
の
お
し
ご
と

相
談
会
＆
企
業
説
明
会

　
現
在
就
職
活
動
中
の
人
や
こ
れ
か

ら
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
就
職
活

動
準
備
中
の
人
な
ど
、
ど
な
た
で
も

参
加
可
能
。
専
門
の
女
性
相
談
員
が

就
職
活
動
の
こ
と
、
子
育
て
と
の
両

立
の
こ
と
等
お
悩
み
解
決
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加

イ
ベ
ン
ト

相

　
　談

有料広告

《診療科》《診療科》《診療科》
胃腸外科・内科・肛門外科
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科
整形外科・リハビリテーション科

（旧 新倉敷胃腸肛門外科内科）

敷地内に、ケアハウスあいの泉・
サービス付高齢者向け住宅あいの泉・
有料老人ホームあいの泉などを併設。

敷地内に、ケアハウスあいの泉・
サービス付高齢者向け住宅あいの泉・
有料老人ホームあいの泉などを併設。

敷地内に、ケアハウスあいの泉・
サービス付高齢者向け住宅あいの泉・
有料老人ホームあいの泉などを併設。

新倉敷メディカルスクエア
〒713-8102　倉敷市玉島 1719　TEL.（086）525-5001

土・日も診
療！！

（木・祝休
診）

有料広告

上記期間に製造された製品には、現在、取り付けが義務化されている安全装置が装着されておりません。
誤った使用方法により、事故が起こる可能性があるため、1986年（昭和61年）より自主交換を行っております。

昭和57年～昭和59年製の

※現在の石油ファンヒーターはPSCで定められた安全装置が全機種についております。

LCR-3タイプ LS系タイプ

型番表示部

トヨトミ石油ファンヒーターを探しています

対象機種

ご連絡先

LCR-3・LCR-3-1・LS-3・LS-3-1・LS-6

〒467-0855 
名古屋市瑞穂区桃園町5番17号

フリー
コール0120-104-154
お客様よりお知らせ頂きました個人情報は、商品の交換目的以外には使用いたしません

14平成30年12月号



矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,321人（－24） 
　男　     6,874人（－14） 
　女　     7,447人（－10）
世帯数　  5,474世帯（＋5）

平成30年12月 1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ

く
だ
さ
い
。

◦
と
　
き
　
平
成
31
年
１
月
22
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

①
セ
ミ
ナ
ー
　
午
前
10
時
～
正
午

「
履
歴
書
の
書
き
方
」「
家
庭
と
仕
事

両
立
の
た
め
の
再
就
職
プ
ラ
ン
」

②
企
業
説
明
会
　
午
前
10
時
30
分
～

午
後
１
時

◦
と
こ
ろ
　
笠
岡
市
民
会
館

◦
参
加
費
　
無
料

※
託
児
所
も
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。（
要
予
約
）

◦
主
　
催
　
岡
山
県
産
業
労
働
部
労

働
雇
用
政
策
課

■問
女
性
就
職
応
援
出
張
相
談
会
等
開

催
事
業
事
務
局

☎
０
１
２
０（
１
０
６
）７
７
６

法
務
局
の
常
設
相
談
日

◦
と
　
き
　
平
成
31
年
１
月
9
日
㈬
、

16
日
㈬
、
23
日
㈬
、30
日
㈬　
午
前
９

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
岡
山
地
方
法
務
局
笠
岡

支
局

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

■問
笠
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
６
５（
62
）５
２
９
５

精
神
保
健
相
談

◦
と
　
き
　
平
成
31
年
１
月
25
日
㈮

　
午
後
２
時
30
分
～
４
時

◦
と
こ
ろ
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
矢

掛
病
院
西
隣
）

※
一
週
間
前
ま
で
に
要
予
約

■問
保
健
福
祉
課
保
健
業
務
係

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
９
６
３
０

年
末
年
始
の
休
業
日

◦
公
共
施
設

◦
役
場
で
の
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
・

交
付
事
務
は
12
月
29
日
㈯
～
１
月

３
日
㈭
の
間
は
お
休
み
で
す
。

◦
矢
掛
病
院
の
休
業
日
は
、
当
直

対
応
と
な
り
ま
す
。

◦
衛
生
業
務

◦
各
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
収

集
に
つ
い
て
は
、「
く
ら
し
の
カ
レ

ン
ダ
ー
」を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
可
燃
ご
み
の
直
接
搬
入
は
、
10

㌕
に
つ
き
50
円
必
要
で
す
。

◦
不
燃
ご
み
を
直
接
搬
入
す
る
時

は
、
役
場
へ
現
物
を
持
参
し
、
許

可
証
を
受
け
取
っ
て
か
ら
搬
入
し

て
く
だ
さ
い
。

◦
ガ
レ
キ
類
は
直
接
施
設
へ
持
ち

込
み
、
管
理
人
の
指
示
に
従
っ
て

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
年
末
年
始
の
し
尿
汲
み
取
り
は

混
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

余
裕
を
持
っ
て
業
者
へ
申
し
込
み

ま
し
ょ
う
。

12/28
（金）

29
（土）

30
（日）

31
（月）

1/1
（火）

2
（水）

3
（木）

4
（金）

5
（土）

6
（日）

役　　　　　　　 場 休 休 休 休 休 休 休 休
矢 掛 病 院 休 当 休 休 当 休 休 休
やかげ文化センター
町 立 図 書 館 休 休 休 休 休 休 休 休

農村環境改善センター 休 休 休 休 休 休 休 休
老人福祉センター 休 休 休 休 休 休 休 休
子育て支援センター 休 休 休 休 休 休 休 休 休
健康管理センター
トレーニングルーム 休 休 休 休 休 休 休 休

B ＆ G海洋センター 休 休 休 休 休 休 休 休 休
町 総 合 運 動 公 園 休 休 休 休 休 休 休 休
やかげ郷土美術館 休 休 休 休 休 休 休 休
旧 矢 掛 本 陣 休 休 休 休 休 休 休 休
やかげ 町 家 交 流 館 休 休 休 休
矢 掛 屋
農産物直売所トピア 正午まで 休 休 休 休 休 休 休
水車の里フルーツトピア 休 休 休 休 休 休 休 休 休
はなしの里憩いの館 休 休 休 休 休 休 休 休 休

搬入時間　井原クリーンセンター・㈱アースクリエイト　　午前 9時〜午後 4時
　　　　　井笠広域資源化センター　午前 9時〜正午　

◦公共施設

12/
28
（金）

29
（土）

30
（日）

12/31（月）
〜1/3（木）

4
（金）

5
（土）

6
（日）

7
（月）

廃
棄
物
の

直
接
搬
入

可 燃 物　井原クリーンセンター 休 休 休 休 休
不 燃 物　井笠広域資源化センター 休 休 休 休 休 休 休 休
ガレキ類　㈱アースクリエイト　☎（82）3031 休 休 休 休 休 休 休

浄
化
槽

し
　尿

矢掛美環産業㈱　☎（82）3200　有線 8718 休 休 休 休 休 休
柏 本 産 業 ㈲　☎（83）1333　有線 9657 休 休 休 休 休 休

◦衛生業務 ■休＝休業日

■休＝休業日　■当＝当番医

有料広告

新春将棋大会のご案内新春将棋大会のご案内新春将棋大会のご案内
●日　時　1月4日㈮　午後1時~
●場　所　やかげ将棋サロン（山本宅）
●会　費　500円
　お申し込みは下記へ
　　714-1225
　小田郡矢掛町浅海1221　山本明正
　携帯090–4691–0700
　電話0866–83–0417
対局 と 将棋教室　毎月2回開催中

有料広告

15 平成30年12月号



■問
総
務
企
画
課
財
政
管
財
係

☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
６
０
７

「
身
元
調
査
」
等
を

拒
否
し
ま
し
ょ
う

　
結
婚
や
就
職
時
に
調
査
会
社
な
ど

を
利
用
し
、
出
身
地
や
家
族
の
状
況

を
調
べ
る
身
元
調
査
は
、
人
権
を
侵

害
し
、
差
別
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が

高
い
行
為
で
す
。

　
婚
姻
は
両
者
の
合
意
の
み
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
、就
職
は
本
人
の
能
力・

適
正
に
よ
っ
て
採
否
が
決
定
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
調
査
を
依
頼
し
な
い
こ

と
は
も
と
よ
り
、調
査
に
協
力
せ
ず
、

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
い
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

家
畜
等
を
か
っ
て
い
る

皆
さ
ん
へ

　
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
よ
り
、
家

畜
等
（
牛
、馬
、鹿
、め
ん
羊
、山
羊
、

豚
、
い
の
し
し
、
鶏
、
あ
ひ
る
、
う

ず
ら
、
き
じ
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、
七
面

鳥
、
だ
ち
ょ
う
）
を
飼
養
さ
れ
て
い

る
人
は
、
一
頭
（
一
羽
）
か
ら
毎
年

２
月
１
日
の
飼
養
状
況
等
の
報
告
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
報
告
さ
れ
て
い
る
人
は
、
井
笠

家
畜
保
健
衛
生
所
か
ら
書
類
が
届
き

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
報
告
願
い
ま

す
。
新
規
で
報
告
さ
れ
る
人
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
岡
山
県
井
笠
家
畜
保
健
衛
生
所

☎（
84
）８
２
２
１

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

１
月
９
日
㈬
、
10
日
㈭
、
17
日
㈭
、

18
日
㈮
、
23
日
㈬
、
25
日
㈮
、
28
日

㈪
、
31
日
㈭
　
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

１
月
７
日
㈪
、
14
日
㈪
、
21
日
㈪
、

28
日
㈪
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■問 

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１
　
有
線
９
６
０
９

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
11
月
分
／
敬
称
略
）

▼
災
害
寄
付
　
株
式
会
社
ス
ト
ラ
イ

プ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
株
式
会

社
両
備
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
齋
藤

祐
子
、
神
野
喜
久
子
、
坂
東
由
紀
子
、

山
岡
　
栄
、
田
中
清
記
、
福
武
豊
郎
、

古
田
紀
世
子
、
三
好
　
修
、
杉
本
達

哉
、
鈴
木
美
恵
子
、
河
上
雅
弘
、
稲

井
公
二
、
小
川
幸
夫
、
細
田
　
淳
、

安
藤
昭
文
、
斎
藤
辰
也
、
加
藤
英
治
、

ツ
ジ
ヒ
サ
オ
、ワ
タ
ナ
ベ
サ
チ
ヒ
コ
、

ア
ラ
ガ
ト
モ
ヒ
サ
、
宇
山
・
伊
勢
谷

子
供
会

▼
ふ
る
さ
と
納
税
　
小
田
真
一
（
井

原
市
）、
武
田
裕
子
（
岡
山
市
）
松

木
浩
久
、
庄
司
　
愛
（
神
奈
川
県
）、

海
津
真
美
子
、
長
谷
川
浩
策
、
竹
内

靖
夫
（
大
阪
府
）、
水
川
忠
大
（
埼

玉
県
）、
河
上
慎
太
郎
（
奈
良
県
）、

武
内
　
大
（
総
社
市
）、
樋
之
津
雅

弥（
笠
岡
市
）、
小
野
真
嗣（
兵
庫
県
）、

岡
田
真
悟
（
宮
崎
県
）、
江
木
啓
訓
、

三
浦
文
彦
、今
津
菜
穂
美
（
東
京
都
）

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
金
一
封
）

長
谷
川
浮
二
子
（
上
高
末
）、
安
藤

壽
司
、
小
原
輝
子
（
横
谷
）、
末
永

卓
巳
（
浅
海
）、渡
辺
　
実
（
江
良
）、

川
田
浩
司
、
大
西
祥
夫
（
小
田
）、

門
野
始
司
（
岡
山
市
）、
中
川
玲
子

（
大
阪
府
）、
武
田
昭
一
（
埼
玉
県
）、

赤
澤
俊
典
（
東
京
都
）
▼
三
谷
公
民

館
へ
（
金
一
封
）
江
尻
康
之
、
安
藤

壽
司
、
小
原
輝
子
（
横
谷
）
▼
山
田

公
民
館
へ
（
金
一
封
）
山
田
地
区
連

合
子
供
会
▼
中
川
公
民
館
へ
（
金
一

封
）
渡
辺
明
子
（
本
堀
）、
末
永
卓

巳
（
浅
海
）、
渡
辺
　
実
（
江
良
）

▼
小
田
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
大
西

祥
夫
、
川
田
浩
司
（
小
田
）
▼
矢
掛

町
へ
（
石
机
）
株
式
会
社
共
生
▼
矢

掛
寮
へ（
野
菜
）川
堤
　
茂（
小
田
）、

匿
名
希
望
（
花
）
小
田
小
学
校

建
物
を
取
り
壊
し
た
ら

届
出
の
提
出
を

　
平
成
31
年
度
の
固
定
資
産
税
は
平

成
31
年
１
月
１
日
時
点
で
所
有
し
て

い
る
人
に
課
税
と
な
り
ま
す
。

　
建
物
（
居
宅
、
倉
庫
等
）
を
平
成

30
年
12
月
31
日
ま
で
に
取
り
壊
し
た

と
き
に
は
、町
民
課
窓
口
へ
届
出（
減

失
届
）
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
一
部
取
り
壊
し
た
時
に
も

届
出
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
届
出
が
な
い
場
合
は
、
平
成
31
年

度
も
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◦
届
出
の
提
出
期
限

　
平
成
31
年
１
月
11
日
㈮

■問
町
民
課
資
産
税
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
６
１

旧
マ
ル
ナ
カ
矢
掛
本
陣
店

買
い
物
客
・
観
光
客
駐
車

場
の
封
鎖
に
つ
い
て

　
旧
マ
ル
ナ
カ
矢
掛
本
陣
店
駐
車
場

に
つ
い
て
、
買
い
物
客
・
観
光
客
用

駐
車
場
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
し
た

が
、
11
月
22
日
㈭
を
も
っ
て
閉
鎖
し

ま
し
た
。
現
在
は
代
替
地
と
し
て
西

町
の
土
地
開
発
公
社
所
有
地
（
矢
掛

３
１
５
３
番
地
）
を
開
放
し
て
い
ま

す
。

手当・給付のお知らせ 今月の納税・納付
手当・給付の内容 振 込 日
後
期
高
齢
者

医
　
療

療養費（コルセット等）
（10 月申請分）１月   7日㈪ 町民課

国保消費生活係
☎（82）1011
有線 0571

高額療養費
（11月申請分）12月17日㈪

子ども医療費
心身障害者医療費
ひとり親家庭等医療費
　　　　　　（11月申請分）

12月28日㈮

保健福祉課
福祉推進係
子育て支援室
☎（82）1013
有線 0532

※口座振替の人は、前日までに残高を確認してください。
※納税・納付は安全・便利・確実な口座振替をご利用ください。

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限
国民健康保険税（５期）
介護保険料（５期）
後期高齢者医療保険料（３期）

12月25日㈫ 12月25日㈫

水道料金・下水道料金
（矢掛・美川・三谷・小田地区）12月20日㈭ 12月25日㈫

お
知
ら
せ
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平成30年度矢掛町地域貢献人材育成奨励金

　矢掛町では、町内唯一の高校である矢掛高校へ進学を希望す
る生徒のうち、矢掛町に住所を有し、将来矢掛町に貢献するこ
とが見込まれる人材に奨励金を交付します。 

◦�対象者　現在、矢掛中学校または小北中学校に在学する
３年生のうち、矢掛町に住所を有し、矢掛高校への進学
を希望している生徒
◦提出期限　平成31年１月18日（金）
◦�奨励金の交付　奨励金は、課題の作文を審査会で審査し、

特に優秀と認められた生徒のうち矢掛高校への進学が決
定した生徒に交付します。
◦奨励金の額 ５万円（予定）　◦交付人数  ４人（予定）
■問 総 務 企 画 課 企 画 係　☎（82）1010　有線0521
　 教育委員会教育課学校教育係　☎（82）2100　有線0621

◦犯罪・交通事故発生状況（平成 30 年 11 月末現在）

発 生

件 数

犯　　　　　　　　　　　　　　　　罪 交 通 事 故
犯
罪
総
数

空

き

巣

出
店
荒
ら
し

事
務
所
荒
ら
し

そ
の
他
侵
入
盗

万

引

き

自
転
車
盗

車
上
狙
い

金

属

盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

そ
の
他
の
盗
犯

器
物
損
壊

詐

欺

そ
の
他
刑
法
犯

交
通
事
故
総
数

人
身
事
故

う
ち
死
亡
事
故

物
損
事
故

11　月 6 0 0 0 0 0 2 0 0 1 2 1 0 0 20 0 0 20
累　計 54 4 1 1 2 3 6 2 1 2 19 5 3 ５ 291 19 0 272
（前年比） +16 +2 +1 ±0 -4 -3 +2 -3 +1 +1 +12 +4 -1 +4 +6 -7 ±0 +13

※数値は暫定数です。

■問井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※ 夜間・休日は井原警察署に転送されます。

井原警察署
矢掛幹部派出所

解放感から少年に遊び癖がついたり、不規則な生活になりが
ちで非行に走りやすくなる時期と言えます。
　この時期は、少年がお年玉などで多額のお金を手にする時
期でもあり、少年がインターネット機能のあるスマートフォ
ンやゲーム機を購入する機会が増え、インターネットの危険
性を知らないまま、利用者同士が交流することのできるコミュ
ニティサイトを利用することによって、性犯罪等の被害に遭
うこともあります。
　非行や犯罪被害から少年を守るため、地域ぐるみで少年の
規範意識の向上に努め、有害サイト等から少年を守るための
フィルタリングの普及等を推進し、少年の健全育成について、
町民一人ひとりが関心や意識を高め、日常的に取り組んでい
くことが重要です。
　家庭、学校および地域社会が力を合わせて少年の非行や犯
罪被害の防止に努めましょう。
　県警察におけるいじめや非行問題等の相談窓口（24時間対
応）
◎電話相談窓口　「ヤングテレホン・いじめ110番」通じる
サインはみなよい（086）231‐3741
◎電子メール相談窓口「ヤングメール」youngmail@pref.
okayama.jp

　年末年始は、お酒を飲む機会が増えますが、飲酒運転は絶
対ダメです。
　また、気忙しさから安全不確認等を原因とする交通事故の
発生も懸念されます。
　次のことに気を付けて、交通事故のない明るい年末年始に
しましょう。
　◦飲んだら絶対に乗らない！ルールを「まもる」
　　・運転する人にお酒をすすめること
　　・飲酒した人に車を提供すること
　　・飲酒をした人の運転する車に同乗すること
も処罰されます。飲酒運転に、お酒の量や乗る距離は関係あ
りません。絶対にやめましょう。

適切なゴミの処理
　家庭から出たゴミを不法に投棄するほか、庭先や畑に持ち
込んで焼却する行為は、違法となり処罰されます。最近町内
でも、不要となった物等を畑に持ち込み焼却していた者がい
ました。家庭から出るゴミや増改築等により処分する木材等
は適切な処理を行いましょう。

冬休みにおける少年の非行・犯罪被害防止と
有害環境の浄化
　冬休みは、クリスマスやお正月等のイベントが多く、また

飲酒運転の根絶と年末年始の交通事故防止

■■■■■■■■■■■■■■■■ ■
■ ■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■ ■
■ ■■■■■■■■■■■■■■■■

〔第46回　寒バエ（オイカワ）〕
　冬のオイカワは「寒
バエ」とよばれ、珍
重されています。写
真は冷え込んだ日の
朝、魚の群れをめが
けて投網を打ってい
るところです。

〔文・写真　矢掛 SATOYAMA 未来計画〕

寒バエ（オイカワ）

投網（小田川・弦橋上流）

投網は遊漁証票（鑑
札）を購入・携帯し
て「規則」に基づい
て使用しましょう。
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平
成
30
年
12
月
17
日
発
行

（
月
1
回
発
行
）

■
発
行
　
矢
掛
町
役
場

■
編
集
　
総
務
企
画
課
秘
書
広
報
室

〒
714-1297 （

役
場
専
用
）

岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛
3018　

TEL 0866
(82)1010

㈹
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.tow

n.yakage.okayam
a.jp/
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矢高にロックオン
― 町内唯一の高校、矢掛高校について紹介するコーナーです ―

2018. 12
vol.78

矢掛町ふれあい音楽祭 inやかげ文化センター
　矢掛町の音楽団体が集う「矢掛町ふれあい音楽祭」に矢掛高校も参加し
ました。矢掛中学校とのコラボレーションで、ジャズアレンジを加えた「ア
ンパンマンのマーチ」などを演奏。会場を盛り上げました。

11月18日㈰

全国ユース環境活動発表大会 in広島
　全国の高校生たちが行う環境活動を発表し合う環境活動発表大会。矢高
からは井原線DE得得市などで体験実演を繰り返してきた「チャリ発電」の
仕組みと成果を発表しました。地道な取り組みが認められ中国大会優秀賞
を受賞しました。

11月18日㈰

芸術鑑賞会 inやかげ文化センター
　毎年恒例の「芸術鑑賞会」。演劇や音楽、郷土芸能などを鑑賞し教養を深
めます。今年の芸術は「ソウル・ゴスペル」。日韓を中心に活動されている
新井深絵さんをお招きし、魂の歌声を体感しました。

11月７日㈬

　県内10校の「ユネスコスクール」が大集合。それぞれの学校でのユネス
コ活動を発表し合い、互いの学校の素晴らしいところ、改善できるところ
を話し合いました。今回の交流会では「SDGsカードゲーム」という最近話
題の持続可能な社会作りゲームも体験。大きな刺激を受けました。

11月17日㈯
岡山県ユネスコ高校実践交流会
　　　　　　　　in ノートルダム清心女子大学

宿場祭りだより 11月11日㈰。秋晴れのもと、平成最後の「宿場祭り」に矢高生も大参加！大きな賑わいの中、
教室では味わえない楽しさと学びを体験しました。

メディア部による会場放送

お茶席は茶道部が担当 有志による大名行列への参加
やかげ学の
福祉面販売

ポリオ撲滅募金を行う
Teamイケメン

開発商品を販売する
地域ビジネス科

赤い羽根募金は
生徒会

前日町内清掃
　　　  252名
当日ボランティア
　　　 　82名

総務企画課秘書広報室
☎（82）1010　有線0522

問

やかげ観光大使

登録用アドレス e-yakage@xpressmail.jp

編

集

後

記

　
平
成
30
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
。

　
一
年
間
「
広
報
や
か
げ
」
を
ご
覧

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
今
年
は
７
月
の
豪
雨
災
害
の
発
生

に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
生
じ

た
一
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
昨
日

ま
で
当
た
り
前
だ
っ
た
こ
と
が
覆
さ

れ
、
日
常
の
大
切
さ
を
改
め
て
思
い

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
矢
掛
町
は
復
興
に
向
け
て
一
歩
ず

つ
進
ん
で
い
ま
す
。
来
年
は
今
年
以

上
に
皆
さ
ん
に
笑
顔
を
届
け
ら
れ
る

「
広
報
や
か
げ
」で
あ
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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